
第４学年 国語科学習指導案 

 

日 時 平成１８年１１月２日（木） 
対 象 ４年１組 男15名 女13名 計28名 

    ４年２組 男15名 女13名 計28名 

指導者 １組 佐藤 充 

    ２組 下坂 純子 
 

 

１ 単元名  材料の選び方を考えよう 

教材名  ①「アップとルーズで伝える」 

     ②「４年３組から発信します」  （光村図書４年下「はばたき」） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

学習指導要領第３学年及び第４学年の「読むこと」の目標は、「目的に応じ、内容の中心をとらえたり段

落相互の関係を考えたりしながら読むことができるようにするとともに、幅広く読書しようとする態度を

育てる」である。同じく、「書くこと」の目標は、「相手や目的に応じ、調べたことなどが伝わるように、

段落相互の関係などを工夫して文章を書くことができるようにするとともに、適切に表現しようとする態

度を育てる」である。本教材の「読むこと」においては、「目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段

落相互の関係を考え、文章を正しく読むこと（イ）」「目的に応じて内容を大きくまとめたり、必要なとこ

ろは細かい点に注意したりしながら文章を読むこと（オ）」が、「書くこと」においては、「相手や目的に応

じて、適切に書くこと（ア）」「書く必要のある事柄を収集したり選択したりすること（イ）」が、学年の目

標に直結する指導内容である。 

本単元「材料の選び方を考えよう」は、対比・まとめなど、段落相互の関係に気をつけることで内容を

把握しやすくなることを知り、読み方に生かすとともに、伝えたいことと伝える方法について興味をもつ

こと、学校や地域にある物について知らせるために取材し、相手と目的に応じて選材して分かりやすく伝

えることをねらいとしている。 

本教材「アップとルーズで伝える」は、テレビや新聞などを通して私たちに届けられている映像や写真

が、送り手の目的や意図によって取捨選択されていることを発見する教材である。テレビや新聞は児童に

とっては身近で、特にテレビは情報を取り入れる一番の手段であり、興味をもって学習できる内容である。

しかしメディアを通じて受け取っている情報が、一定の価値判断や意図に基づいて取捨選択されているこ

とに気づいている児童は少なく、テレビの流す情報がそのまま真実だと思い込んでいる児童が多いはずで

ある。本教材の学習を通して、情報は取捨選択して伝えられているのだということについて新しい発見を

し、さらに興味や関心を深めていくことができると考える。また「アップとルーズで伝える」は「初め」

「中」「終わり」という典型的な説明文の構成をもっている。写真と文章を対応させて読みながら、段落と

段落が結びついてまとまりを構成していることがわかり、さらに対比的な関係をつかみながら、文章全体

の姿を読み取ることができる教材である。「４年３組から発信します」は、集めた様々な情報の中から相手

や目的に合うものを選ぶということを学習し、情報活用の力をつけることができる。自らが情報の発信者

となることで、情報の収集・取捨選択などを体験することによって、情報の発信・受信にあたっての適切

な態度を養うことができる教材である。 

 

（２）児童について 

児童はこれまでの「読むこと」の学習において、３年上「ありの行列」で「段落」の概念を初めて学び、

まとまり（段落）に気をつけて読み、内容をとらえる学習をした。３年下「すがたをかえる大豆」では、

接続語や指示語に気をつけながら読み、一つの段落ごとにそれぞれ一つの事柄が書かれていることを学習

してきた。４年上「「かむ」ことの力」では、それぞれの段落に書かれている内容がお互いに関係し合って、

大きなまとまりを作っていることを学んだ。「書くこと」の学習においては、３年下「食べ物はかせになろ

う」で、本などで調べた情報をまとめて書く学習を行った。４年上「新聞記者になろう」では、本やイン

タビューから得た情報を、割り付けを考えて相手に分かりやすくまとめて書く学習を経験している。 



 児童はこれらの学習を通して、「読むこと」では、段落の中で中心となる語や文に目を向けて文章を読み

進めていくことができるようになってきた。しかし、「初め」「中」「終わり」のまとまりに分けることはで

きるものの、全体をまとまりごとにとらえたり段落相互の関係を考えたりする力は十分とはいえない。「書

くこと」では、自分の伝えたいことを書こうとする意欲はあるものの、それを伝える語彙が少なかったり、

文章構成が分かりにくかったりして、相手に伝わりにくい文章になってしまうこともしばしばである。取

材した材料を選材するという学習は初めてで、相手や目的に応じて選ぶことが難しい児童も多いと思われ

る。 

自力解決の内容を伝え合い、互いに学び合うという活動については、自分の考えをもちそれを進んで相

手に伝えようとする意識は高いのだが、相手の話をよく聞いて、いいところや似ているところを見つけ、

学び合おうとする意識をもてない児童も少なくない。課題や発問、一人学びの内容によっては、自分の考

えをもてないで終わってしまったり、とりかかるまでに時間がかかってしまったりする児童も数名いる。 

 

（３）指導について 

指導にあたって、単元の進め方については、まず初めに単元全体のねらいを知らせるとともに、学習の

ゴールが「４年３組から発信します」で、学校や地域にあるものについて取材したことを相手に分かりや

すく伝わるように書くこととし、そのことをめざして学習を進められるよう、学習計画を立てる段階を大

事に、学習の見通しをしっかりもたせたい。 

書いてある内容を読む段階では、初めて耳にする専門的な用語については、言葉だけの理解にとどまら

ないよう、意味調べだけでなく具体物や挿絵・資料を提示して理解を深めていく。段落ごとに書かれてい

る内容をまとめる学習では、アップとルーズの長所と短所が各段落にそれぞれ書かれていることをおさえ、

繰り返し出てくる言葉、指示語や接続語、文末表現に着目させ、中心文や中心語句を探すポイントとさせ

たい。また、まとめた要点を用いて小見出しを付け、対比による段落相互の関係に気づかせていきたい。 

一人学びでは、長所と短所が書かれている文にサイドラインを引く活動、読んだ内容をまとめる活動、

段落ごとに小見出しを付ける活動を行う。学び合いにおいては、自力解決で個々がまとめたことを、ペア

学習で深めさせたい。その際選んだ理由を、根拠を教材文から明らかにして伝えることができるよう、話

型などの指導を行い、自信をもって話すことができる雰囲気づくりに努めたい。話し合ったことを生かし

て全体で深める場では、自分の考えと比べながら聞き、それぞれの考えを生かして全体のものにできるよ

うにしたい。 

 

３ 単元の目標 

（１）主目標 

◎ 対比・まとめなど、段落相互の関係に気をつけることで内容を把握しやすくなることを知り、読み方

に生かすとともに、伝えたいことと伝える方法について興味をもつ。 

◎ 学校や地域にある物について知らせるために取材し、相手と目的に応じて選材して分かりやすく伝え

る。 

 

（２）観点別目標 

○ 伝える目的や相手に応じて、情報の材料や選び方や表現方法が異なっていることに気づき、自分が表

現していくときに役立てていこうとしている。（関） 

◎ 取材した事柄を相手に応じて分かりやすく書いている。（書ア） 

◎ 相手や目的に応じ、必要な材料を集めたり、選択したりして書いている。（書イ） 

◎ それぞれの段落が文章全体の中でどんな働きをしているかをとらえている。（読イ） 

◎ アップとルーズの働きについて、写真と対応させながら中心となる語や文をとらえて読んでいる。（読

オ） 

○ 文章全体の中での、それぞれの段落の役割を理解する。（言オ(イ)） 

 
 

 
 
 



４ 単元の指導計画・評価計画 （全１７時間） 
 

具体の評価規準 

主な学習活動（時数） 評価規準（方法） おおむね満足できると判

断する視点 

努力を要する児童への支

援の手立て 

１－① 関     
 「アップとルーズ」に

ついて知っていたことや

初めて知ったことを発表

し、学習の見通しをもつ。

（１） 

 教材文を読み、感想を

話したり、学習の見通し

をとらえたりしている。

（発言･ノート） 

 初発の感想を書き、こ

れからの学習の見通しを

もとうとしている。 

 初めて知ったことや不

思議に感じたこと、調べ

てみたいことなど、感想

を書く観点を与える。 

１－② 言     
 新出漢字の練習と難語

句の意味調べをする。

（１） 

 新出漢字を筆順に気を

つけて書いたり、難語句

の意味を調べたりしてい

る。（発言・ノート） 

 漢字を正しく読み書き

したり、意味のわからな

い言葉を調べたりしてい

る。 

 漢字の読み書きを正し

く視写させる。指定した

難語句の意味を調べさせ

る。 

１－③ 読     
 教材文を３つのまとま

りに分け、学習計画を立

てる。（１） 

 文章の内容から段落の

まとまりを考えている。

（発言・ノート） 

 自分なりの考えで、内

容のまとまりごとに３つ

の意味段落に分けてい

る。 

 今までに学んだ段落や

文章構成について思い出

させ、それをもとに意味

段落を考えさせる。 

２－① 読     
 アップとルーズの映し

方の違いと、筆者からの

問題提起について読んで

まとめる。（１） 

 アップとルーズの映し

方の違いと、筆者からの

問題提起についてまとめ

ている。（発言・ノート・

自己評価） 

 アップとルーズの映し

方の違いと、筆者からの

問題提起について具体的

に説明している文を探

し、正しく書きまとめて

いる。 

 写真と本文を照らし合

わせながら、アップとル

ーズの映し方を理解させ

る。 

２－② 読     
 アップとルーズのそれ

ぞれの長所と短所を読ん

でまとめる。（１）  

１組本時 

 アップとルーズのそれ

ぞれの長所と短所を理解

している。（発言・ノー

ト・自己評価） 

 アップとルーズのそれ

ぞれの長所と短所を、大

事な言葉を落とさずに書

いている。 

 サイドラインを引いた

ところや繰り返し出てく

る言葉に着目させ、まと

めさせる。 

２－③ 読     
 筆者の伝えたいことを

読んでまとめる。（１）    

 ⑦⑧段落を読み、筆者

の伝えたいことを読んで

まとめる。（発言・ノー

ト・自己評価） 

 筆者の伝えたいこと

を、大事な言葉を落とさ

ずにまとめている。 

 中心語句や文末表現に

着目させ、筆者が伝えた

いことをつかませてい

く。 

２－④⑤ 読     

・各段落に小見出しをつ

け、段落のまとまりを考

えて大見出しをつける。      

・文章全体の構成をとら

える。 

２組本時（1/2） 

 ３つの意味段落のつな

がりを考え、文章全体の

組み立てを理解してい

る。（発言・ノート・自

己評価） 

 各段落に小見出しをつ

け、段落と段落のつなが

りを考えて文章構成図を

書いている。 

 各段落に書かれていた

ことや要点を確認させ、

「小見出しの決まり」の

板書を使って小見出しを

考えさせる。 

 
 
 
 



３－① 関     
「４年３組から発信しま

す」を読み、活動の見通

しをもつ。（１） 

 教材文を読み、調べて

みたいことを話したり、

学習の見通しをとらえた

りしている。（発言･ノー

ト） 

 調べてみたいことを考

え、これからの学習の見

通しをもち、活動に意欲

をもっている。 

 詳しく知りたいことや

不思議に感じたこと、調

べてみたいことなど、題

材を選ぶ観点を与える。 

３－② 読     
 教科書作例の、活動の

順序やいいところを見つ

け、自分の活動計画を立

てる。（１） 

 教科書作例の、メモと

作品の差や、相手に応じ

た書き方を見つけてい

る。（発言・ノート） 

 教科書作例の、メモと

作品の差や、相手に応じ

た書き方を見つけ、いい

ところを書いている。 

 メモと作品を比べて読

ませたり、「アップとル

ーズで伝える」の教材文

を読み直させたりして、

いいところを見つけさせ

る。 

３－③ 書     
 自分のまとめ方の完成

イメージをもち、発信す

る題材を決める。（１） 

 誰に何をどのように伝

えたいのか、自分の考え

をもっている。（発言・

ノート） 

 誰に何をどのように伝

えたいのか、自分の考え

を書いている。 

 友だちの考えを聞く場

を設定したり、教師が例

を示したりしながら、題

材を選ぶことができるよ

うにする。 

３－④ 書     
 本・インターネット・

インタビューなど取材の

仕方を思い出し、自分の

取りあげる題材について

取材する。（１） 

 様々な取材方法を使っ

て、選材ができるくらい

の材料を集めている。（ノ

ート・自己評価） 

 様々な取材方法を使っ

て、選材ができるくらい

の材料を集めて書いてい

る。 

 これまでに学習した取

材の方法を使って調べさ

せ、情報をたくさん集め

られるようにする。 

３－⑤ 書     
 割り付けをしたり記事

を書いたりする。（１） 

 相手や目的に応じて写

真や情報を選び、割り付

けをしている。（割り付

け図・自己評価） 

 相手や目的に応じて写

真や情報を選び、割り付

け図を書いている。 

 集めた情報の中から、

伝える相手に分かりやす

く、自分が一番知らせた

いものを選ばせる。 

３－⑥ 書     
 下書きをして、互いに

読み合う。（１） 

 相手や目的に応じて、

分かりやすい言葉で記事

を書いている。（発言・

下書き用紙・自己評価） 

 伝える相手にふさわし

い記事を、分かりやすい

言葉で書いている。友だ

ちの作品のいいところや

直した方がいいところを

教えている。 

 伝える相手を確かめ、

分かりやすい文章になっ

ているか、読みたくなる

内容かを考えさせる。 

３－⑦ 書     
 清書し、仕上げる。（１）  友だちの意見も取り入

れて、相手や目的に応じ

た記事を書いている。（清

書用紙・自己評価） 

 友だちの意見も取り入

れて、相手や目的に応じ

た記事を書いている。 

 友だちの記事のいいと

ころや教科書作例をもう

一度読ませ、分かりやす

い記事を書くことができ

るようにさせる。 

３－⑧ 書     
 友だちと読み合い、自

己評価・相互評価をする。

（１） 

 自分の作品の選材・分

かりやすさについて振り

返り、友だちの作品のい

いところについても感想

を伝える。 

 自分の作品を読み返

し、選材と分かりやすさ

について評価している。

友だちのいいところも見

つけて伝えている。 

 記事にした材料が、相

手が知りたい内容であっ

たか、分かりやすく書け

たかを相互評価・自己評

価させる。 



４－① 関     
 「選んで伝える」を読

み、単元のまとめ・振り

返りをする。（１） 

 教材文から学んだこと

をもとに、相手や目的に

応じて適切に選材する必

要性をとらえている。（発

表・ノート） 

 教材文から学んだこと

をもとに、相手や目的に

応じて適切に選材する必

要性について考えたこと

を書いている。 

 教材文や友だちの作品

を読み直させ、相手や目

的に応じて選材すること

の必要性を考えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５．本時の指導（１組） ５／１７時間 
（１）目標 
    アップとルーズのそれぞれの分かることと分からないことをまとめることができる。 
（２）仮説との関連 
 ＜手立て１に関わって＞ 
   ・段落の要点をまとめることができるようにするために、一人学びでは、段落の中心文を見つ

けさせ、アップとルーズの分かることと分からないことが書いてある文にサイドラインを引

かせる。また、学び合いでは、ペア学習をしたことをもとに発表させ、表にまとめさせる。 
 ＜手立て２に関わって＞ 
   ・段落の中心文を見つける方法を理解させるために、教材文を提示し、確かめ合いながら表に

まとめていくようにさせる。 
   ・学び合いの中で学習を深めるために、教科書の挿絵を拡大し、文章に照らし合わせながら確

認していくようにする。 
（３）展開 
段階 学 習 活 動 ○主発問 ・ 予想される児童の反応 教師の支援（(評価◎) 
 
つ 
 
か 
 
む 
 
５分 

１ 前時の学習内容を想起する。 
 
 
 
２ 本時の学習課題を確認する。 
 アップとルーズのそれぞれの分かることと分からない 
ことを読み取ろう。 

・教室の壁面の掲示物を利用して

確認させるようにする。 
・アップとルーズの映し方の違い

について確認する。 

 
 
ふ 
 
 
か 
 
 
め 
 
 
る 

３ 課題解決の見通しを持つ。 
（１）学習範囲を音読する。（一斉読み、指名読み） 
    （Ｐ２０のはじめ～Ｐ２２Ｌ２）④⑤⑥段落 
 
 
 
 
（２）写真の小見出しを考える。 
  ○これらの写真に小見出しをつけるとすれば、どんな

小見出しがいいですか。 
  ・④の写真は、「大喜びしている選手」です。 
  ・⑤は、「試合が終わった後の応援席」です。 
４．課題を解決する。 
（１）課題解決のための着眼点を考える。 
 ○アップの映し方で、分かることが書かれている中心

文はどこですか。 
  ・ゴールを決めた選手が走っている様子が分かります。 
  ・ユニホームは風をはらみ、口を大きく開けて、全身

で喜びを表しながら走る選手の様子です。 
  ・細かい部部の様子です。 
○アップの映し方で、分からないことが書かれている

中心文はどこですか。 
  ・応援席の様子です。 
  ・走っている選手以外の様子です。 
  ･うつされていない部分です。 
 

 
・一斉読みでは、本時の学習範囲

を確認するため全員で音読さ

せる。指名読みでは、アップと

ルーズの分かることと分から

ないことが書かれている大体

の場所を確認させる。 
 
 
 
・児童から出された小見出しを採

用する。 
 
 
・教科書にサイドラインを引かせ

る。 
・「細かい部分の様子」が前のい

ろいろな様子をまとめている

言葉だということに気づかせ

る。 
・「しかし」の前後に分かること

分からないことが書かれてい

ることに気づかせる。 
・分かることのように、まとめて

いる言葉に着目させる。 
・確認できたことを、表にまとめ 



 
（２）ルーズの分かること、分からないことについて一人

学びをする。 
 
 
 
 
 
（３）学び合いをする。 
  ○ルーズの映し方で、分かることは何ですか。 
  ・大小の旗やたれまくや立ち上がっている観客、手を

上げる選手たち、おうえんした人たちと書きました。 
 ・広いはんいの様子とかきました。 
  ○ルーズの映し方で、分からないことは何ですか。 
  ・各選手の顔つきや視線、気持ちです。 
５ 課題についてまとめる。 
  ○今日学習したことをまとめると、どんなまとめにな

りますか。 
アップは、分かることが細かい部分の様子で、分から 
ないことはうつされていない部分の様子です。 
ルーズは、分かることが広いはんいの様子で、分から 
ないことは各選手の顔つきや視線、気持ちです。 

 
 
６ ⑥段落と④、⑤段落との関係を捉える。 
 ○⑥段落の中心文はどれですか。 
  ・「テレビでは・・・放送をしています。」です。 

させる。 
・④段落も⑤段落も同じ文章構成

になっていることを確認する。 
・サイドラインを引かせ、表にま

とめさせる。 
・見つけられない児童には、机間

指導をしながら、ヒントを与え

る。 
・一人学びしたことを隣同士で交

流しあう。（ペア学習） 
・一人学びで交流した内容を、全

体で話しあう。 
・隣の人の考えも発表させる。 
おおむね満足できると判断す 
る視点 
◎アップとルーズのそれぞれ  

  の分かることや分からない 
  ことをまとめることができ 
  たか。  
  （発言・学習シート） 
【支援】 
サイドラインを引いた部分や

表にまとめたことをもとにし

て書かせる。 
・「このように」に着目させ、④

⑤をまとめた段落であること

を確認する。 
ま 
 
と 
 
め 
 
る 
 
5分 

７ 学習のまとめをする。 
（１）まとめの音読をする。（一斉読み） 
 
（２）本時の学習を振り返り、自己評価する。 
 
８ 次時の学習の見通しを持つ。 

 
・今日、学習したことをはっきり

読んで再確認させる。 
・学習の成果を認め、満足感を味

わわせる。 
・写真のアップとルーズについて

学習することを確認する。 

（４）評価規準 
 【読む能力】 
 アップとルーズのそれぞれの分かること、分からないことを読んでまとめている。 



こ
と
を
読
み
取
ろ
う

。

ア

ッ
プ
と
ル
ー

ズ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
か
る
こ
と
と
分
か
ら
な
い

（5）板書計画

ア

ッ
プ
と
ル
ー

ズ
で
伝
え
る

課
題

段落

アップルーズ

④⑤

細
か
い
部
分
の
様
子

よ
く
分
か
る

広
い
は
ん
い
の
様
子

う
つ
さ
れ
て
い
な
い
部

しかしでも

線

、
気
持
ち

各
選
手
の
顔
つ
き
や
視

分
　
　
中
谷
　
　
日
出

　
ア

ッ
プ
の
分
か
る
こ
と
は
は

、
細
か
い
部
分
で

、
分
か
ら
な

い
こ
と
は

、
う
つ
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
す

。

分
か
る
こ
と

分
か
ら
な
い
こ
と

ま
と
め

写　　真 写　　真

学
び
あ
い
の
仕
方

⑥

テ
レ
ビ
で
は
目
的
に
応
じ
て
切
り
か
え
て
放
送
す
る

ら
な
い
こ
と
は

、
各
選
手
の
顔
つ
き
や
視
線

、
気
持
ち
で
す

。

　
ル
ー

ズ
の
分
か
る
こ
と
は

、
広
い
は
ん
い
の
様
子
で

、
分
か



５ 本時の指導（２組） ７／１７時間 
（１）目標 
○ 文章全体の構成を考えるために、各段落に小見出しをつけることができる。 
 

（２）仮説との関連 
〈手立て１に関わって〉 
・ 自分と友だちの考えを比べながら聞き、それぞれの考えを生かして全体のものにできるようにする

ために、一人学びでは、本文に戻って読んだり「小見出しの決まり」を使ったりしながら、自信をも

って自分の力で小見出しを考えることができるようにする。学び合いでは、ペア学習を取り入れ、個々

の学びを伝え合う活動の場とする。その際、根拠を明らかにして説明できるように、話型などの支援

をする。 
〈手立て２に関わって〉 
・ 全体がどのような文章構成になっているのかをつかませるために、板書の図を使って確認する。児

童の考えた小見出しも書き入れ、文章構成の大きなまとまりと段落相互の関係を視覚でとらえられる

ようにする。 
 

（３）展開 
 

段 階 学習活動  ○主発問 ・予想される児童の反応 教師の支援（評価◎） 

１ 前時の学習内容を想起する。 ・壁面掲示を利用し、学習内容 

  を確かめさせる。 

２ 本時の学習課題を確認する。 ・「小見出し」という語句を確 

  認し、小見出しがあるとまと 

つ 

か 

む 

  まりを捉えやすいことを想起 

5分    し、本時の学習につなげる。 

 ３ 課題解決の見通しをもつ。 ・段落毎に書かれている内容を 

 

（１）全文を音読する。           （指名読）  確認しながら音読を聞くよう 

   にさせる。 

（２）課題解決のための着眼点を考える。 ・①②③は全体で確認する。 

 ○①段落の写真の題は何でしたか。 ・前時までにまとめた要点を使 

  ・ルーズでとったサッカー場全体の様子です。 って小見出しをつけられるこ 

 ○①段落の小見出しを考えましょう。  とを知らせる。 

  ・「ルーズについて」「ルーズの説明」 ・①②段落は、写真につけた題 

 ○②③も同じように考えて、表に書きましょう。  を小見出しにできることに気 

  ・①ルーズについて、全体の様子がルーズ づかせる。 

   ②アップについて、選手の様子がアップ ・表にまとめたことを全体で確 

   ③アップとルーズの説明、筆者からの問題  認する。 

 ○「初め」のまとまりに大見出しをつけましょう。 ・自分で考えた小見出しが「小 

  ・「アップ」と「ルーズ」とは何か 見出しの決まり」に合って 

  いればよいこととする。 

４ 学習課題を解決する。 ・写真と対応して読むことを思 

（１）一人学びをする。  い出させる。 

 ○④～⑧段落の小見出しを考えて表に書きましょう。 ・「小見出しの決まり」ヒン 

  ・④アップの長所と短所  トを用意しておく。 

  ・⑤ルーズの長所と短所 ・「短く・内容に合っている」 

  ・⑥目的に応じた使い分け の小見出しの決まりに沿って 

  ・⑦新聞でも使い分けている 考えることができるよう、掲 

・⑧相手や意図に応じて選ぶ  示を利用したり机間指導した 

ふ 
 
 
 

か 
 
 
 

め 
 
 
 

る 

 りする。 

全体のまとまりを考えるために、各段落に小見出しを

つけよう。 



  

（２）学び合いをする。 ・「学び合いの仕方」ヒントを 

 ○表に書いたことを、ペア学習で確かめましょう。  用意しておく。 

（ペア学習） ・理由をつけて話すことができ 

  ・ぼくは「○○」という小見出しを考えました。わけは  るよう声がけする。 

   「～」という言葉が大事だと思うからです。 ・お互いの考えた小見出しの、 

 似ているところや違っている 

 ○確かめたことをもとに、全体で話し合いましょう。  ところを見つけさせる。 

（一斉学習） ・話し合いの進まないペアには 

  ・ぼくは「○○」という小見出しを考えました。隣の～  話型に沿って話すことができ 

さんは、ぼくとは違っていて「△△」という小見出し  るように支援する。 

を付けていました。  

  

５ 課題についてまとめる。 ・話し合ってまとめたことを板 

 ○話し合ったことをもとに、自分の小見出しをまとめましょ  書し、確かめさせる。 

う。  

  

  

  

  

  

 【支援】 

 ・各段落に書かれていたことや 
 要点を確認させ、板書を使っ 

ふ 
 
 
 
 
 
 

か 
 
 
 
 
 
 

め 
 
 
 
 
 
 

る 

 て小見出しを考えさせる。 

  ・友だちの付けた小見出しを参 

35分   考にして考えさせる。 

６ 学習のまとめをする。  

（１）まとめの音読をする。（一斉読） ・各段落の要点をはっきりと読 

  んで確かめさせる。 

（２）本時の学習を振り返り、自己評価する。 ・学習の成果を認め、満足感を 

   味わわせる。 

７ 次時の学習の見通しをもつ。 ・次時は段落全体のまとまりを 

ま 

と 
め 

る 

  考えて構成図を書く学習をす 

5分    ることを確かめる。 

 
 
（４）評価規準 
【読む能力】 
文章全体の構成を考えるために、各段落に小見出しをつけることができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ルーズの様子 
②アップの様子 
③アップとルーズとは何か 
④アップの長所と短所 
⑤ルーズの長所と短所 
⑥目的に応じた使い分け 
⑦新聞でも使い分けている  
⑧相手や意図に応じて選ぶ 

◎短く内容に合った小見出

しを考えて書いている。 

（発言・ノート） 

  



（５）板書計画 
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（６）教材分析図 
 

構

成 
 構  成  の  要  素 

       

 
 

 要   点  小見出し   

 【問題提起】アップとルーズとは何か     

 
①ルーズでとったハーフタイムのサ

ッカー場全体の様子。 
 ①ルーズの様子   

② ① 
 

      
 
②アップでとった後半開始直前の選

手の様子。 
 ②アップの様子  

      

初 
 
 

め 

 
③アップとルーズではどんな違いが

あるのか。 
 

③アップとルーズと

は何か 
   

③ 
  

 
 

 
  

     

 【説明】アップとルーズの長所と短所      

 

④アップは細かい部分の様子がよく

分かるが、映されていない多くの部分

のことは分からない。 

 
④アップの長所と短 

所 
  

⑤ ④ 

 

      
 

⑤ルーズは広い範囲の様子がよく分

かるが、顔つきや視線、気持ちまでは

分からない。 

 
⑤ルーズの長所と短  

所 
 

      

中 

 

⑥テレビでは、目的に応じてアップと

ルーズを切りかえながら放送してい

る。 

 
⑥目的に応じた使い

分け 
   

⑥ 

  

 
 

 
 

     

 【まとめ】アップとルーズの使い分け      

⑦ 
 
⑦新聞でも、多くの写真の中から目的

にいちばん合うものを選んで使う。 
 

⑦新聞でも使い分け

ている 
 

  

  

終 

わ 

り 

 
⑧受け手が知りたいこと、送り手が伝

えたいことを考えて選んでいる。 
 

⑧相手や意図に応じ

て選ぶ 
 

⑧ 

       

【要旨】 

アップには細かい部分の様子がよく分かるという長所があり、映されていない多くの部分のことは分

からないという短所がある。ルーズには広い範囲の様子がよく分かるという長所があり、顔つきや視線、

気持ちまでは分からないという短所がある。アップとルーズにはそれぞれ伝えられることと伝えられな

いことがあり、テレビでは目的に応じて切りかえて放送している。テレビでも新聞でも、相手や意図に

応じてアップとルーズを使い分けたり、撮ったものを選んだりしている。 

 
 


